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非線型FbkkerPlanck方程式の臨界緩和
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連続スピン変数 a(Ⅹ)の分布が密度函数

W〔ad-NexpLを･ilq7!ql'aqa-q親 鳥 lL;:.qZ;'∂(ql+-+q2n'adl･･･aq-] 1̀'

C(〕

で与えられるWilson模型を考えるo但し, aq- .rqeLqXaq･Id-(jd ddq, dは系の

次元をあらわす｡ W〔a｡〕を平衡分布とにもつような動的過程のうち,もっとも簡単な

模型として,系の時間発展を記述する条件付確率密度 P[aq(t)-a｡Iaq(to)-aqo] が

Fdiker-Planck方式

･3t- γLrq.<詫 ←% wq･右 )]plaq(t･,-aq･aq(to)-aqoh o (2,

に従 うものを考えることにすると,この方程式の主要解は経路積分の形にかくことがで

きて,

plaq(t)-aq･aq(Jto,- as]-/('{{:O',',t.'O,esoくぼ <1Aaq(" (3,

S-1 .dtLq.<1[41,鷲 -γ芸許 I2+ γ£窓 ] (4)~q q ~q

となる｡ Wilsonが(1)に対して行った,くりこみ群変換を今は(3)に対 して行 うことに

し,波数空間 o<lql<1を長波長部分 o<lql<b-_lと,短波長部分 b~1<bl<1に分け,

(3'を短波長変数について積分 したときに Ueswlaqob]1T<.dqTg dq(･･T'daqo),長波長モー
ド間の相互作用がどのような変化をうけるかをしらべる｡この系の臨界的ふるまい

は, 長波長モー ドのゆらぎによって規定されているから, これ ら臨界モー ド間の結

合係数は短波長モー ドをくりかえし消去していった後の相互作用の漸近形 (固定点相
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互作用 )として与えられるであろうと考え, 82(E-4-d)までの精度で9(3)にお

ける結合係数の固定点を求めた｡この変換の際に, 波数 qと振動数 dPに旋す scale変換

bq-qi, bZtu-d から, 臨界振動数の波数依存性 W～qzが与えられ, Zは C2まで
E2

の精度で,Halperin-Hohenberg- aの結果 (Z-2.(6ln言-1)7977-訂 )

を再現する｡･

hardn℃deは存在す るか

(幾っかの巨視変数を持っ系の運動 )

東大理 佼 尾 和 洋

巨視的な系の運動を記述する試みとして系の運動をbirthanddeath pr∝essとし

て表現し,マスター方程式に systemsizeexpansionを行 う方法がある｡¢)これを用

いると,巨視変数の平均値y, variauce望etcに関する evolutionequaticns が遷移′■■′

確率のモーメン トを用いて以下の様に表わせる｡

i

巳≡EE
盲-cl(U,i)
′ー′

;-KO+Kq+C2(盲 t)

ここでCnは遷移確率の n次のモーメントでn階のテンソルであり, また

∂clα
Kap= 町

は regression matrixで ～は transposeを取るものとする｡

この evolutionequationsを見て明らかな様に9 系の振舞いの特徴的な性質は平均値

の運動を記述する方程式(1)の中に含まれている.云い換えれば, このmethodが用いら

れる場合には9 巨視変数の運動を記述する現象論的方程式から, それらの変数のゆらぎ

の性質もほぼ理解 されることになる｡

方程式(1)は一般に非線型であるから,全域に渡ってその振舞 いを解析的に調べるこ

とは一般には出来ない｡しかし必ず しもそれを知る必要のない場合が多い｡

特に重要であり興味があるのは, 微分方程式(1)の平衡点, 特異点,あるいは Iimit

cycle等の安定性とそのまわりでの運動である｡以下で, 主要なもののみについて考察
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